障がいを理由とした差別と思われる事例の募集結果
１　募集の概要

（1） 募集の内容
　　障がいを理由として、「差別を受けたと思った、生活なかでいやな思いをした」こと、「差別を受けている、いやな思いをしている場面を見た」ことなど、障がいを理由とした差別と思われる事例
　　　（ア）事例の内容及びその改善の方法（こうしてほしかったこと）

　　　（イ）事例の相談先及びその対応
（2） 募集対象

府内にお住まいの方または所在する団体
（3） 募集の方法

障がい者団体から募集するとともに、ホームページによる一般公募
併せて、府及び府内市町村における相談事例を照会
（4） 募集期間
平成２５年１０月１６日～平成２５年１２月２４日

　

２　募集結果

（１）応募通数　　障がい者団体及び一般から４００通の応募

府８課、府内の２８市町村から提出
（２）事例の件数　　６９１件
　【分野別内訳】

（ア）商品・サービス：８９件
（イ）福祉サービス：１０２件
（ウ）公共交通機関、公共的施設・サービス等：９４件
（エ）住宅：２５件
（オ）情報・コミュニケーション：４９件
（カ）教育：６４件
（キ）医療：７５件
（ク）雇用：５６件
（ケ）その他：１３７件
３　主な事例の概要

別　紙
１　商品・サービス

（1） 相談者は障がい者夫婦の妻であり、二人でスーパー銭湯に行くのが楽しみの一つである。それに行った折、入場を断られ、夫の病気に関する説明（入浴等では感染しない）もしたが認められず、その後、夫はふさぎ込んでしまった。偏見による差別ではないか。（難病）

（2） 昨年１１月、○○ホテル館前にて○○スタジオのチラシとエコバッグを配布していた。興味があり、当日午後に体験レッスンの予約をしたところ、私が視覚障がい者でありヘルパーと共に参加する旨を伝えた途端、受付できないと言われた。その後、○○の上司の方、また後日エリア担当者から電話をいただいたが、一様に「原則一人で何もかもできる方を対象にしており、特別なことはできない。ヘルパーがいると他の参加者の迷惑になります」との対応だった。さらに後日本社から電話があり、これまでの対応については謝罪されたが、なぜ受講できないかについては、何かあった場合、安全の確保が出来ない、設備が整っていない（握りやすい包丁など）ことや、個別の対応ができないことからお断りをしているとのこと。一人でなんでもできないから無料体験を受けさせないという対応が差別であるということが分かっていただけず、とても辛い思いをした。普段一人で料理をしていることも伝えたが、イメージが伝わらないのか、使いやすい包丁がないなどの説明に終始していた。（視覚障がい）

（3） ２F で階段しかないので入店できないと言われた。その前、数回は車椅子ごと上げてくれた。（肢体不自由）

（4） ○○の分譲マンションのモデルルームの見学をするために行ったら、受付はしてくれたものの『売り物ですので、車いすでモデルルームを見ていただくことはできません。事務所に使っている部屋があり、だいたい同じ作りなのでそこを案内します』と言われた。（肢体不自由）

（5） 私は耳が聞こえません。クレジットカードを新規に作る時、本人確認のためにクレジット会社から電話が本人に入る。本人は電話が出来ないので、聞こえる人に電話通訳を頼むが、本人が電話に出ないと本人確認とならず断られる。家族であっても、本人の代わりに電話に出るのは認められない。FAXも認められない。（聴覚障がい）

（6） 私は耳が聞こえません。デパートなど、スーパーで閉店のアナウンスが聞こえない。また、タイムセールの案内が聞こえない。いつも、気づかず悔しい思いをする。（聴覚障がい）

（7） 私は耳が聞こえません。銀行と資金やりくりについて、相談するのに、手話通訳が必要と伝えると、手話通訳は用意できないと言われた。ろうあ会館など手話通訳の手配の方法を説明したが、お金はないので筆談でお願いさせられた。（聴覚障がい）

（8） 一般のフィトネススポーツジムの利用拒否について。盲ろう者です。ジムを利用したいと考え、申し込みに行ったところ、同伴していた支援者が聴覚障害者であったため、「聞こえる人の同伴が必須」ということで申し込みを拒否された。（盲ろう）

（9） 旅行中に観光船にグループの人たちは乗ったが、「あなたは危ないので乗らないで」と言われ、乗れなかった。（視覚障がい）

（10） 盲導犬に理解がないため、病院や飲食店で入店拒否にあうことがある。（視覚障がい）

（11） 車いすの方は、普通の椅子に座れないと腰が痛くなるから、店が狭いからと、散髪屋さんに断られる。（肢体不自由・知的障がい）

（12） 以前から行っている美容院に利用者を連れて行った。美容院には、過去に声が多少出ることなど、本人の特性を伝え、了承されたうえで美容院に行っている。この日、多少の不安があり、声が時々でたり、何度かハサミを確認したりしていた。職員側からすると、そこまでうるさくしている感覚はなかったものの、帰り際、店長より以前から声が大きく、今後は声など出さず、落ち着いて過ごせるなら来てもらったらいいが考えてほしいと遠回しに拒否された。

（13） 全盲である。ホテルに宿泊した際、付帯施設のフィットネスクラブを利用したのち、大浴場を利用したいと申し出たが、できないと言われた。交渉の結果、自己責任で浴場が空いているときは入浴できるとなった。利用できないなら、契約前に制限があると言うべきである。

２　福祉サービス

（1） 作業所の職員に電動車椅子は危ないと言われました。（肢体不自由）

（2） ろうの子どもを保育園に入れたいと申請したら、「責任を持てないから無理だ」と言われた。（盲ろう）

（3） 保育所で、特別に加配の先生がついているのに校外学習に参加させてもらえず、一人の先生と三人の障がい児で教室にとりのこされた。所長に、危険だからといわれた。他の子は危険でないのか？疑問が残ったが今後のことを考え耐えた。（知的障がい）

（4） ホームヘルパーをお願いするため居宅支援事業所に電話をかけたところ、障がい内容を聞かれたので「発達障がいって言われています」と答えたら「今いっぱいです」と断られた。（精神障がい）

（5） 相談者（要支援２・人口透析患者）が施設入所の際、現金と通帳を一方的に取り上げられた。自宅に帰りたいのに、施設側と保証人の息子は反対。個人の自由を奪うことは人権侵害である。

（6） 短期入所、デイサービス等で電動車椅子の使用を控えるよう言われた。手動車いすへの移乗を拒絶するとサービス利用を断られた。

（7） サービスを利用する際に、当事者の意見が軽視されており、適切なサービスの導入に至らなかった。

３　公共交通機関、公共的施設・サービス等
（1） 電車に乗ろうとすると、乗車する車両を、駅員さんに勝手に決められてしまい、自分が乗りたい車両に乗車させてほしいと頼むと、目的地の駅へこの車両に、乗車すると連絡しているので、今から変更はできないと言われました。こちらの都合もあって、乗りたい車両があるのに、乗れない。
（2） 私は電動車椅子で、○○駅をよく利用しますが、「直ぐには向うと連絡が取れないので」を理由に、次に来る電車には必ずと言っていい程乗して貰えず、一本待たされ、二本待たされ、ひどい時には三本も待たされることがあります。目的地に着いた時は、時間に間に合わず遅刻で悲しい思いをする事が多々あります。
（3） 市バスの運転手に「乗らないで」といわれた。（知的障がい）
（4） タクシーに乗るためにタクシー乗り場で順番を待っていたところ、順番が来てタクシーのドアが開いて乗ろうとしたら、車椅子だからと乗車拒否された。運転手によって載せて暮れる人もいる。（肢体不自由）
（5） おしっこの管をつけていたら（膀胱カテーテル）、飛行機に乗る時、医者の診断書を航空会社に提出しなければ乗せてもらえない。医者からは問題なしと言われていたが、航空会社は診断書を提出しないと認めてくれなかった。（肢体不自由）
（6） ○○市が指定整理している、室内温水プールの入水規則に、「オムツを使用している方は」入水できないことになっていました。でもこれは一般的なことで、成長してもオムツが必要な人も入水できないのかを、メールで質問しました。館長からの返信で衛生面の問題で、無理との事でした。障がい者専用のプールへ行って下さいとも書かれていました。（視覚障がい・肢体不自由）
（7） 電車の電光掲示板について。車内放送の内容がわからず、取り残されることがある。駅構内やホームでは表示があっても、走行中の車内では表示されていないことが多い。急な停車や、長時間の停車で何が起こっているのか把握できず不安になる。（聴覚障がい）
（8） 車で事故を起こした時のことです。現場に警察が来たのですが、私がろう者だとわかると、聴者の話ばかり聞き始めました。ろう者の話を聞くのは面倒だと言わんばかりの態度です。私が話そうとすると、「はいはい、もうわかりました。調書を書きましたのでサインして下さい」と言うのです。警察と聴者だけで作った調書です。読んでみると内容が全く違うので驚きました。サインを拒否すると「ハンコ忘れたの?」とか「拇印でいいよ」とこちらの意見を全く聞いてくれません。（聴覚障がい）
（9） 交通機関（バス）で、例えば車イスの人が乗車する際に運転手さんが乗車補助されるが、白杖を持っている視覚障がい者に誘導がない。降車の際、料金箱がわからないにもかかわらず、それにも誘導がない。「ここ」の声掛けと指差しではわからない。（視覚障がい）
（10） 役所の窓口で代筆をお願いした時、書かれている内容を読み上げながら記入してほしい。何を書かれているのか、自分自身把握できない。（視覚障がい）
（11） 市営プールを利用したいと思い、プール管理者に相談したところ、「施設内での補助はできないので、家族等の付添いの人と一緒に利用してほしい」と言われた。ガイドヘルパーと一緒に利用しようと事業所に相談したところ、「プールサイドまではガイドできるが、水中には入れない」とのことだったので、そのことをプール管理者に説明すると、「洋服を着たままでの立ち入りはお断りしている。プールの塩素などで変色するなどのトラブルを防止するため」と言われた。結局断念せざるを得なかった。（視覚障がい）
（12） アトラクションにて行列待ちしている間、アトラクションの説明をビデオで見せてくれるが、字幕も手話通訳も何も配慮が無いので、内容が全くわからないので楽しめない。
（13） 動物園へ行ったが、車椅子スペースがなく見にくかった。
（14） 車椅子トイレがなかったり、せまかったりする。
（15） 博物館、美術館などで音声ガイドがないところ、学芸員がついて説明してくれるサービスがないところがまだ多く、ほとんど楽しめない。
（16） 郵便局でのインターネットで転移・転送サービスの手続きをする時、最後の本人確認が電話のみだった。
（17） FAXによるタクシー呼び出しの時間が限られている。（平日朝９時～１８時、日祝休み）
（18） プラザ出張所がオープンされたころ、電話による証明書（住民票等）の時間外発行というサービスを利用し、代わりの人に電話してもらった。しかし、本人でないと対応できないと担当の方が冷たく拒否された。FAXで対応できるようお願いしたが、担当の方も〇○課も聞き入れてもらえなかった。
（19） 視覚障がい者がテーマパークで小学生の子どもとアトラクションを利用しようとしたところ、中学生以上の介護者と一緒でなければ利用できないと断られた。
（20） 聴覚障害者の親子が遊戯施設に行った際に、「聞こえない」ことを理由にアトラクションの乗車を拒否された。
（21） 歩行器を使用して町内のコミュニティバスを利用した際、歩行器を持ち上げられず苦労して乗車したが、運転手が全く手伝ってくれなかった。ようやく歩行器を持ち上げ乗車したが、座席に座る前にバスが発車し、転倒しそうになった。町のコミュニティバスなのに、運転手の配慮が全くなく、今後、怖くて利用できない。

４　住宅

（1） グループホームとして、住宅を借りようとしましたが、精神の病気とわかると契約時に大家さんに断られた。（精神障がい）

（2） 今、退院にむけた取り組みをやっていて、不動産屋で精神障害というのを一言でも言うとダメ。薬を飲んで安定するという理解がない。

（3） 精神障害者を持つ家族が、アパートに住んでいたが、精神障害者が少し変わった行動をしたとき、家主が精神障害者を含んだ家族だと言われていなかったと言い、退去させられた。（精神障がい）

（4） 視覚障がいのためにアパート入居を断られた。火の用心のために。（視覚障がい）

（5） 家を借りるのに契約するとき、緊急電話が電話のみで、対応できず契約ができなかった。（聴覚障がい）

（6） 母と本人（聴覚障がい1級・知的障がいA)2人暮らし。母親がなくなり、単身生活になった。それに伴い、管理会社より障がい者が一人で住むことは困るから出て行ってほしいと言われる。（聴覚障がい、知的障がい）

（7） 住居入居の支援の際、精神疾患という事で入居のための審査（本人に大声をあげる又は壁をなぐる行為をした事があるか等の質疑応答）をされたり、保証人の数を増やされたりするなどのケースもあった。

（8） 知的障害を持つ障害者。普段は施設入所しているが、月に１～２回自宅へ外泊する。本人がときどき奇声を発することについて、迷惑行為とのことで近隣から不動産業者に苦情が入る。不動産業者が障害者のために住宅を提供するのは困ると、再三退去を迫られる。（知的障がい）

（9） 理解力が低い本人（特に障害認定なし）に対して、大家から「○月までに出ていってもらわないとアカンから。」と口答のみで、きちんとした説明もなく、本人は言われるがまま家を探すが見つからず、期限のギリギリになるまでどうしたらいいか分からず困っていた。本人は「私は理解力がないので、説明を聞いても分からない。一度大家に聞いたが○月までに出ていってほしいということだけ言われた。」とおっしゃっていた。

５　情報・コミュニケーション
（1） 「市民講座」と名うって色々な講座が公開で行われているが、聴覚障害者に対して手話や字幕通訳などの配慮がないために参加しても分からない。（聴覚障がい）
（2） 銀行や郵便などATMの操作で、トラブルが起きた時に音声で説明がある。音声の説明が聞こえないので、営業時間以外の時間は困る。（聴覚障がい）
（3） 視覚障がいだが、団地の掃除の日程等の情報が張り紙だけなので情報がわからない。（視覚障がい）
（4） 会議の時などに、みんなには墨字の資料を配っているのに、私には「あなたには見えないからいらないわね」と言われ、配ってくれなかった。（視覚障がい）
（5） 説明会等でヘルパーの同席が許されなかった。（視覚障がい）
（6） 最近タッチパネルが増えてきて視覚障がい者が困ることが多い。（視覚障がい）
（7） パソコンの講習会で、パソコン画面の項目を指示するとき、「そこ」「ここ」「その上」「その左」など、具体的な箇所を示さず、障がい特性を考慮せず講習が行われた。また、黒板に字を書き、晴眼者と同じように講習が進められた。（視覚障がい）
（8） 聴障者とのコミュニケーションの方法を理解されない。筆談をめんどくさがって応じてくれない。補聴器をつければ話がわかるものと思いこんでいる、口の形を見て、話が全部わかるものと思われている。会話が通じないと怒る人が多い。会話が通じないのは聞く気持ちがない、ちゃんと聞いていない、まじめに聞いていないと悪者扱いされて困る。（聴覚障がい）
（9） 言語障がいがあるからか話しを聞いてもらえないことがあった。
（10） 災害が発生して避難所にいっても、コミュニケーションがとれないため、聴覚障がい者が飲まず、食わずでいたということが東日本大地震のときもあったと聞きました。

６　教育

（1） 大学で、所属ゼミ選択希望のときに、意見を聞いてもらえないまま決定されかけた。同じく授業選択で「受けれない」と言われた授業があり、合理的配慮がなかった。（肢体不自由、音声・言語・そしゃく機能障がい）

（2） 調理実習を自分もやりたかったが、「座っとき」とやらせてもらえなかった。（知的障がい）

（3） 身体の理由で体育の授業に出れず、体育の成績だけが低くて先生に「高校に行けないよ」と言われた。（知的障がい）

（4） 身体障害のため、体育の成績を１にされた。体育の授業を一生懸命取り組んでいるのに、腹が立ち、やる気を無くした。（肢体不自由）

（5） 2泊3日の林間学習で費用全額個人負担の親の付き添いをさせた。（知的障がい）

（6） 小学校の就学相談で対応した教頭が「うちでは十分なことが出来ない」と縷々述べて、相談者を不安に陥れる。

（7） 医療的ケアの必要な子ども。上の姉も同様の障害を持つ。姉が入園の時は市立幼稚園で問題なく入園。妹入園の時は民営化されていて入園拒否。

（8） 日常生活動作の出来る知的障害児は小学校に行く例があるが、肢体不自由児は遠くの支援学校に行くという常識が出来あがっている市。保護者がある集会でこの状態を話した。

（9） 公立小学校入学前の面談で医療的ケアの必要な娘の入学を「自己導尿ができなければ入学不可」と言われた事。（肢体不自由・内部機能障がい）

（10） 聴覚障がいのある子が地域の一般校で学習する際の受入れ体制に不満がある。例えば、小・中・高校では社会見学に行っても聴こえない生徒の為の手話通訳など何もないので、説明の内容が把握できなくて非常に困った。しかも後日、レポートを書くように言われても説明がわからないので書きようがなくとても困った。

（11） 六年の最後の参観が各クラス音楽になり、ミニ演奏会をすることになった。楽器の担当を決めるのに我が子のクラスは、ジャンケンをした。我が子は負けて弾けもしない笛にあたった。担任は「平等にじゃいけんをさせました」とゆう。でも弾けない。担任の出した結論は、一時間、立って吹く真似をしなさい。立って吹く真似をしてどんな教育の意味があるのか？案の定、退屈して後の方はウロウロしだした、それを見た親は「やっぱりじっと出来ない子やね」とひそひそ。歴然と力の差があるものがただジャンケンすることが平等と思っているベテランの教師がいることにショックをうけた。他の障がい児がいるクラスでは、それぞれ、出来る打楽器を受け持ち和やかに終わったと聞き余計に少しの配慮があれば・・・と今でも思う。

（12） 普通学校に通いたかったが、拒否された。

（13） 中学校の3年生全生徒が職場体験のため、学校から市内の企業などを紹介してもらい仕事を体験する取り組みで、重度の知的障がいを理由に学校から企業の体験先を紹介してもらうことが出来なかった。そのため母が作業所（就労継続B）での軽作業体験の提案を学校へ行い、本児は作業所への体験を行っている。しかし作業所から本児の支援を行う職員がいないため、体験中の支援者付き添いを依頼されるが、学校側も先生を付き添わせる事が出来ず、体験期間中は全て保護者同伴となった。

（14） 障がいの状況・特性を学校に理解してもらえず、適切な配慮・支援を受けることができない。公立小学校に通う2年生男児。ＡＤＨＤ＋ＰＤＤ傾向の診断。プレイセラピーと放課後等デイサービス事業所で作業療法訓練を受けている。
学校の本児への対応については、母から聞き及んでいたが、毎回来所の際、体中に無数のひっかき傷を認めることを、事業所も相談支援も重視した。担任は母に「（相手に）手を出さなかったことをほめて下さい」と言う。学年を問わず複数からやられ、校内外に及ぶので危険な状況にも遭遇しており、本人も「いじめられるから行くの嫌や」と明確に訴えている。障がい特性に対する主治医からの服薬指示にも学校の協力は得られない。「○○はこういうことをする子」「自己中心的」「わがまま」「あいつ大変」などとされ、「家庭で指導してください」と言われる。母から学校への再三再四の数々の申し入れに「これ以上何をしろと言うのか」と開き直られる。これまでかかわってきた機関でも「（どんなに言っても）学校は変わらないから」と言われており、母は子どもの無事を祈るしかない毎日を送っていた。発達指数の状況等から支援学級入級対象外とされているが、障がいの状況や特性に対する適切な配慮や支援を受けることでの集団適応や学習効果は期待できると考え、母も支援学級入級にての支援も強く希望されている。学校生活全般にわたって、学校がお子さんの障がいの状況や特性を理解して適切に教育的配慮・支援がなされることを希望されている。

（15） 学校の修学旅行への参加にあたり、相談者側で介助者を用意（費用も含め）できなければ、参加できない旨をいわれた。

（16） 私立に通う高校生の聴覚障害者の親より、高校の行事（入学式等）の情報提供について高校側で手話通訳者の派遣依頼の要求を申し出たが、高校側の対応としては前例がなく、手話派遣団体への委託予算が無いとのことで派遣が困難との回答。

（17） 人口呼吸器をつけて通学している中学生に、看護士がつけられない日は、母親が１日付き添い介助するよう学校から求められた。

７　医療

（1） 娘の診察の為に家の近くの産婦人科に行きましたが、ベッドの上に一人で乗る事が出来ないので診察できないと断られ、（看護師に本当に冷たく）別の大きな病院に行きました。又、そこの病院はとっても親切で先生、看護師さんと本当によく見て下さいました。こんなにも対応が違うものかと思いました。（肢体不自由）
（2） 歯医者の予約を取る時、「車椅子に乗っている者です」と言いますと態度が変わりエレベーターのある所だったのにダメでした。（肢体不自由）
（3） 子どもは障がいを持っていて、医療の病院とかに行っても、暴れたり泣いたり大声を出したりすると、次からもう来ないでくださいと。子どもが５歳の時に家の近くの病院とかに連れて行っても、１回は受け入れをしてくれるけど、２回目からはだめと言い続けられ、何件も病院がだめになったりしてきました。病院をころころ変えていました。すごくたいへんでした。（知的障がい）
（4） 子どもの出産時、自然分娩を希望していましたが、出産直前になって急に、産院側の都合で予定日より早い日程で計画分娩（誘発剤投与）を一方的に勧められました。GWなので、スタッフが休みに入る前に産んでほしいとのことでした。確認すると、聞こえる他の妊婦さんには、そういう話がなかったとのこと。（聴覚障がい）
（5） 私は「自傷他害の恐れ」で大学病院に強制入院させられたことがあります。以前に一度、大学病院に入院したことがあり重度の大学病院に入院は自分の為にならない事がわかっていたので、はっきりと拒否に意思表示をしたのですが親が裁判所から、書類をとってきてこちらの意思を無視して入院させた為、以後10年再帰不能で、社会人としての人生を奪われました。（精神障がい）
（6） 息子が心臓発作を起こし、救急車で近くの病院に運ばれたが、精神疾患のため入院を拒否された。母親もこの病院にかかり院長と知り合いであったため、2時間後にやっと入院させてもらうことになった。
（7） 病院で待っていたら、自分より後から来た人が次々呼ばれてなかなか順番が回ってこなかった。おかしいと思い看護師に確認したら、「・・さんは時間がかかるので後回しにしました」と言われた。（盲ろう）
（8） 始めて行った病院で診察後診察結果を話してくれる時、医師が看護師に「付添いさんを呼んで」と言ったので、急いで「あの人はヘルパーで家族ではないので私に言ってほしい」と言ったが、「いや、一緒に聞いてなさい」と言われ、結局「私はヘルパーですので」というヘルパーさんの主張にかまわず医師は話をし、薬の飲み方についてもヘルパーさんに説明した。悪気はなかったと思うが、納得のいかない思いで聞いていた。次の受診時に、何か伝えたいことがあるときは直接言ってもらうようにお願いし、その後は問題ない。（視覚障がい）
（9） 病院に一人で行こうと思ったら、「付添がないと困ります」と言われて受診を断られた。（視覚障がい）
（10） 開業医へ診察を受けに行ったとき、最初に受付に「耳が不自由なので順番は手招きでお願いします、説明はすべて筆談でお願いします」とメモにはっきり書いて渡したのに、理解されず、ろくにメモも読まない。おかげで順番が来ても名前を呼ばれても聞こえないので、わからないし、医師や看護師は口頭で説明するので非常に困った。（聴覚障がい）
（11） 病院へ受診の予約をしたくてもＦＡＸ番号がわからず、ウエブサイトにもメールアドレスやメール送信の項目がなくて困った。「予約は電話で」とウエブサイトにのっているが聴障者は電話で予約できないので困る。（聴覚障がい）
（12） 歯科でのマスクを外してほしい。ろうあ者は口話や表情でコミュニケーションするのでマスクは困る。（聴覚障がい）
（13） 近くの病院へ健診を申し込んだが、ろうあ者はお断りといわれた。
（14） パーキンソン病を発症し、言語障がい・歩行障がいなどのある男性。毎月通院している病院の担当医が変わってから診察をしてもしっかりと内容を聞いてくれない。体調の内容を本人が説明しても途中で話を遮られてしまい、相談することもできない状況。訪問看護の看護師から服薬内容の変更についての手紙を渡しても対応してくれることがなかった。
（15） 車椅子で病院に行くと、障がいがあることや土足禁止を理由に診療を拒否された。
（16） 手術が必要な疾患であったが、検査はするが手術はしないと断られた。手術しなければ死亡するような状況であったが、安静の必要性や痛みに対しての自己抑制が難しいであろうとの見解で入院を拒否された。
（17） 盲導犬ユーザーである視覚障がい者が医院を受診しようとしたところ、盲導犬同伴を断られたため、同伴を認めるように話を続けたが、警察を呼ばれた。
（18） 知的障害の男性から通院先の歯科で治療前に事前説明がないため受診のたびに不安でたまらないという訴えがあった。
（19） 障がい特性により不安が強いことを理由に、日帰りの白内障手術を断られた。他院の紹介状をもらい１週間程度入院、全身麻酔の上で手術が施行された。
（20） 電動車いすを常用している身体障がい当事者からの相談。近隣の病院に通院した際、病院職員より、電動車いすから病院内の手動の車いすに乗り換えるように言われ、介助が必要にも関わらず、病院職員は手伝わず自身で乗り換えるようと指示を受けたことが納得できない。

８　雇用

（1） 職場の朝礼では、手話通訳がなく、何を話しているかさっぱり分からない。朝礼後尋ねると、簡単にメモにして渡してはくれた。新しい機械の操作方法などの説明がなく、ただひたすら、健聴者のマネをした。自分は、健聴者に負けたくないと言う気持ちがいっぱいであったため、ひたすら我慢して20年働いた。（聴覚障がい）
（2） 職場では、本人担当の仕事内容に関係した情報は与えられるが、その他一般的な情報は入り難い。仕事の前後の状況や課全体の状況の情報などが分かり難い。中には、言われた仕事だけしてくれたら良いと考えている人もいる。（聴覚障がい）
（3） スキルアップのための研修が受けられない会社は、受講料は負担してくれるが、手話通訳料の負担については、負担してくれない所が多い。（聴覚障がい）
（4） 職場に障がい特性が理解されず、障がい者ならではのダイバーシティとしてのローコスト、ローエネルギー、ローアクションの働きが認められない。合理的配慮のため特性を職場に説明して欲しいと支援機関に依頼しているが、２ケ月以上放置のままで現在も無理をして働いており、腰痛になり通院している。（精神障がい）
（5） 職場に「目が悪く、健常者なら物が見える明るさでも、私には細かな物は見えないので、手元灯を購入して欲しい」と要望したが、「健常者の自分達の目で確認して見えているので必要ない」と却下された。仕方なく、自費で購入し作業効率を上げたが¥1000程度の支出承認がされず、手元灯は私物持込という形になっている。もし、手元灯を導入しなければその作業を遂行できず、失職していたかもしれない。（精神障がい）
（6） 就職するときに目が悪いことを理由に断られた。（視覚障がい）
（7） 健聴者と私（聴障者）のどちらの給料をカットするか決める時に健聴者とくらべると聴障者は電話が取れない、打合せもできない、という理由で聴障者の自分の給料カットされた。（健聴者は給料アップ）。許せない。真面目に仕事に取組んでいるのに。（聴覚障がい）
（8） 耳が聞こえないと事前に伝えて、会社の面接に行ったのに、職場に耳の聞こえない人がいませんし、コミュニケーション方法がわからないと言われ、耳が聞こえないという理由で採用されなかった。時間と運賃の無駄だった。（聴覚障がい）
（9） 会社で就職時、障がい者は嘱託採用された。今も嘱託採用がつづいている。（聴覚障がい）
（10） 本人は十数年ホームセンターで就労してきた。しかし店長が変わり、しばらくすると出勤日を減らされてしまった。ご本人の就労については職安や就業・生活支援センターが関わっていたが、ご本人は当事業所の地域活動支援センターⅠ型にも週１回通っておられた。職場でのことを地活サロンで話すことが多いが、勤務日数が減らされたため給与が減ってしまったという相談を受けることが多くなった。その後、数日してご本人から「職場へ出勤したが今日は従業員が多いので帰ってほしいと言われた。」と困った表情で職場から当事業所へ来所される。自宅を出る前に店舗側から何の連絡もなく、出社するとすぐに帰らされていたようであった。そのまた数日後、ご本人から当事業所へ突然電話があり「今日も出勤すると店長から帰って欲しいと言われた。それが嫌なら辞表を書いてほしいと言われたので辞表を書いて退社した。」と報告があった。ご本人に辞表を取り下げてもらうよう話を行ったが「会社を辞めてしまってこの先どうなるのか？」という不安でいっぱいであったため、こちらの話も余り通じず、職場から当事業所へとりあえず来所してもらうこととなった。
（11） 現場の管理者や人事担当者に、有給休暇の取得の相談をしているが承認してくれない。労基署にも確認したが、労基法違反になるのではないのか。どのように対応したらよいのか。
（12） 採用時に障害者雇用枠での求人票に記載されていた職種に応募。就職後１年半経過しているものの清掃中心の業務ばかりで、求人票記載の業務に取り組めていない。
（13） 発達障がい者のケースで、一般就労しているが人事の担当者が障がいの事を理解してくれていても、現場レベルでは理解してもらえない。そのため現場で働く同僚に理解してもらえず、周囲から注意される事が多い。特に現場の担当である主任が人事異動で変更になるたびに問題となり、家族にまで苦情が入る。このような人事と現場での理解に隔たりがある場合で、企業として本人の障がいを理解して特別な対応した時に、現場からは「本人が守られることで他の職員が無理をしてカバーをしなければならない。本人と他の職員との処遇に差が生まれて、他の職員から不満が発生している」などの意見もある。そのことで本人と現場の同僚たちの間に溝が生まれて離職してしまっているケースがある。
（14） 難病（ＳＬＥ）の方で、就職したいが病気を理由に断られることもある。

９　その他

（1） 例を挙げよとの趣旨ですが、全般に及びます世間の侮蔑の言動がどうしようもないことです。100人に1人の割で発症する精神障害に対して、現在に於ても世間は無知であり、源から意識を変えなければと考えます。不可解とみられる、この病に少しでも認識があれば態度も変わってくるかもと思います。
（2） 差別を受けたと思ったことは今まで一度もない。逆に優遇されることが多かった。会社内でも就業時間を短くしていただいたり、上司もあたたかく親切にしてくれ、ありがたかった。同僚もかばってくれることが多かった。ただ、一度だけ、タクシーの運転手に横柄な態度をとられたことがあった。今まで人に恵まれてきたと思う。
（3） 2年ほど前のＪＲ茨木冬のイルミネーションの点灯式の際に、いつも通り職場の送迎車を降り駅前を歩いていた。白杖をもち点字ブロックを頼りにバス停に向かっていたが、観客で混雑しているうえ、点字ブロックも妨害、ブロック上に机などを置いて開催されているようだった。警備員もおらず誰一人として声掛けもしてくれずとても困った。
（4） 3年前に○○市の住宅団地に引っ越し、地域に溶け込んで、近隣の人々と親しくお付き合いしたいと考えていた。そんな折、団地内で、高齢者を対象にした食事会が月2回行われていることを知り、参加をお願いしたところ、「視覚障がいの方には対応できない」と言って断られた。代わりに社協の配食サービスを受けることのなったが、本来の目的は食事をもらうことではなく、近隣の人と交流がしたかった。「視覚障がいには対応できないから」という理由だけで、門残払いのような処理をされたことは残念。
（5） 一部の人、特に高齢の男性は、自閉症や知的障がい者がいることに無知で、ホームセンターで娘が喋ると「うるさい」と大声で叱られるなど、たびたびいやな思いをすることがある。

参考資料５
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